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〈
総
務
産
業
委
員
会
〉

◎ 

委
員
長　

○ 

副
委
員
長

〈
福
祉
文
教
委
員
会
〉

◎ 

委
員
長　

○ 

副
委
員
長

議
長　
　

 

石
井　
　

徹

　

こ
の
度
、
鳩
山
町
議
会
議

長
に
選
任
さ
れ
、
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
と
し
て
、
行
政
へ
の

監
視
機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
公

正
・
公
平
な
議
会
運
営
に
努

め
、
町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
町
政
の
充
実

と
発
展
、
住
民
福
祉
の
向
上

に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
力
す

る
所
存
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
の
法
的
制
限
が

解
除
さ
れ
、
先
ず
は
町
民
の

皆
様
と
の
交
流
機
会
を
増
や

す
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

副
議
長　

大
賀　

広
史

　

２
度
目
の
副
議
長
に
選
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

体
制
の
も
と
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
議
会
運
営
に
注
力
す
る

と
と
も
に
、
チ
ー
ム
鳩
山
町

議
会
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ま

に
議
会
の
活
動
と
町
政
の
情

報
を
幅
広
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
改
革

と
し
て
、

①
議
員
政
策
研
究
会
の
発
足

②
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
（
町

民
と
の
意
見
交
換
会
）
の
開

催③
政
務
活
動
費
の
研
究

以
上
、
３
点
を
議
会
に
提
案

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

議
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。

総
務
課
、
政
策
財
政
課
、
税

務
会
計
課
、
産
業
環
境
課
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
上
下

水
道
課
、
農
業
委
員
会
そ
の

他
の
所
管
事
項

町
民
健
康
課
、
長
寿
福
祉
課
、

教
育
委
員
会
の
所
管
事
項

　
（
前
列
右
よ
り
）

○
森　
　

利
夫

◎
関
根　

清
隆

　

大
賀　

広
史

（
後
列
右
よ
り
）

　

日
坂　

和
久

　

石
井　

計
次

　

根
岸
富
一
郎

　
（
前
列
右
よ
り
）

◎
中
山　

明
美

○
野
田
小
百
合

　
（
後
列
右
よ
り
）

　

小
鷹　

房
義

　

松
浪
健
一
郎

　

清
水　

秀
幸

　

議
会
議
員
改
選
後
の
臨
時
会
が
５
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
副
議
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
、

常
任
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
事
務
組
合
議

会
議
員
も
決
ま
り
、
議
会
の
新
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
令
和
９
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

12人の新体制が　スタートしました12人の新体制が　スタートしました 第19期　鳩山町議会議員第19期　鳩山町議会議員

常 

任 

委 

員 

会

はとやま議会だよりNo.161　23　はとやま議会だよりNo.161



○
坂
戸
地
区
衛
生
組
合

し
尿
の
収
集
、
運
搬
、
処
理

　

松
浪
健
一
郎

　

石
井　

計
次

○
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

ご
み
の
収
集
、
運
搬
、
処
理

　

野
田
小
百
合

　

小
鷹　

房
義
（
監
査
）

　

大
賀　

広
史

○
西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
及
び
火
薬
取
締
り

　

日
坂　

和
久
（
副
議
長
）

　

中
山　

明
美

　

清
水　

秀
幸

　地方自治法109条や鳩山町議会委員会条例に基
づき設置されています。
　「総務産業」「福祉文教」の２委員会があり、議
員は必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　それぞれの所管する事務事業の調査を行い、請
願等を審査します。

　常任委員会の各委員長、他３人の５人で構成さ
れています。正副議長も出席します。
　議会の会期、議事日程、議事進行、その他議会
運営に必要なことを協議します。

　議長が招集して開かれる会議です。会期中や議
会開催の１週間前などに開催しています。また、
毎月定期全員協議会も開催しています。
・�本会議の審議過程で、議長が休憩を取り、議員

相互や執行部等の意見調整を図るために話し合
います。

・議会の活動や運営について協議します。
・�町長が行政上の問題について、議会に対して説

明したり、意見を聞いたりします。

　議長を除く議員が、１年交代で担当します。原
稿分担・レイアウト・校正作業など約４回の会
議を経て、『議会だより』ができあがっています。
議会で決定したことなどをお伝えしています。

　
（
前
列
右
よ
り
）

○
日
坂　

和
久

◎
石
井　

計
次

　
（
後
列
右
よ
り
）

　

関
根　

清
隆

　

根
岸
富
一
郎

　

中
山　

明
美

12人の新体制が　スタートしました12人の新体制が　スタートしました

議 

会 

運 

営 

委 

員 

会

一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

議会だより編集委員会

◎ 

委
員
長　

○ 

副
委
員
長

○
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公

共
下
水
道
組
合

公
共
下
水
道
の
設
置
、
改
築
、

修
繕
、
維
持
、
そ
の
他
管
理

　

根
岸
富
一
郎

　

森　
　

利
夫
（
監
査
）

　

石
井　
　

徹

○
広
域
静
苑
組
合

火
葬
場
の
設
置
及
び
管
理

　

関
根　

清
隆

　

石
井　

計
次
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臨
時
会
報
告

令
和
５
年
５
月
10
日
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

特
例
臨
時
接
種
期
間
を
１
年

延
長
す
る
と
と
も
に
、
65
歳

以
上
の
方
や
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
５

月
８
日
か
ら
接
種
を
開
始
す

る
た
め
に
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
。

問
対
象
者
の
何
割
が
接
種

さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
か
。

答
約
６
割
の
予
約
率
。
担

当
課
と
し
て
、
７
割
と
考
え

て
い
る
。

問
秋
に
は
健
常
者
の
接
種

　

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
９
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専
決
処
分
の
承
認
に
関
す
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定

に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
等
の
補
正
予
算
の

議
定
に
関
す
る
も
の
３
件
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
１
件
の
合
計
８
案
件
で
す
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
の
意
見
書
が
１
件
可
決
さ
れ
、
国
へ
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

が
あ
る
の
か
。

答
５
歳
以
上
が
対
象
。

定
例
会
報
告

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

問
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

１
世
帯
３
万
円
の
支
給
。

　

１
４
０
０
世
帯
対
象
だ
が
、

全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

答
全
世
帯
６
０
７
１
世
帯

の
約
23
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た

る
。

問
ま
ち
づ
く
り
応
援
基
金

繰
入
金
は
、
小
中
学
校
給
食

費
の
２
、
３
学
期
分
で
、
無

償
な
の
か
。

答
そ
の
通
り
。

問
家
計
急
変
世
帯
給
付
金

と
は
具
体
的
に
説
明
を
。

答
補
正
第
２
号
で
、
令
和

４
年
度
の
収
入
等
に
よ
っ
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
１
世

帯
３
万
円
支
給
し
た
。
今
回

は
令
和
５
年
１
月
か
ら
９
月

末
ま
で
に
、
家
計
が
急
変
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
状
態
と
な
っ
た
世
帯
を
支

援
す
る
給
付
金
だ
。
７
月
か

ら
支
給
を
開
始
し
た
い
。

《
反
対
討
論
》

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
付
事

務
費
補
助
金
と
雑
入
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
健
康
保
険

証
利
用
申
込
支
援
事
業
補
助

金
を
受
け
入
れ
、
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
根
岸
）

《
賛
成
討
論
》

　

今
回
の
補
正
予
算
案
は
、

国
の
価
格
高
騰
重
点
支
援
地

方
交
付
金
を
活
用
し
、
町
独

２・３学期無償化へ２・３学期無償化へ
小・中学校給食費小・中学校給食費

今宿小学校 配膳の様子今宿小学校 配膳の様子

第２回定例会
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無償化でもおいしい給食を

自
の
支
援
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
子
育
て
支
援
策
に
重
点

を
置
い
た
事
業
を
計
上
し
て

い
る
。

　

２
学
期
か
ら
小
中
学
校
給

食
費
が
無
償
に
な
る
こ
と
、

９
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
学

童
保
育
料
を
無
償
に
す
る
な

ど
、
町
が
本
気
で
少
子
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢

を
評
価
し
た
い
。�

（
大
賀
）

《
意
見
書 

反
対
討
論
》

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め
ぐ
っ

て
ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
し
て
い

る
こ
と
は
大
き
な
懸
念
で
あ

り
、
政
府
に
は
慎
重
に
対
策

を
講
じ
て
、
国
民
の
信
頼
回

復
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。

　

一
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い

る
人
た
ち
と
メ
デ
ィ
ア
が
不

安
を
煽
っ
て
い
る
が
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
活
用
は
住
民
の

利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証

に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
は
医
療

費
抑
制
や
重
複
受
診
の
軽
減

化
な
ど
、
医
療
の
Ｄ
Ⅹ
推
進

に
つ
な
が
る
。
副
次
的
な
こ

と
を
声
高
に
主
張
し
、
先
に

進
む
こ
と
を
拒
ん
で
い
て
は

こ
れ
か
ら
の
地
域
共
生
社
会

に
向
け
て
進
ん
で
は
行
け
な

い
。
従
来
の
健
康
保
険
証
を

堅
持
す
る
、
そ
の
意
図
は
、

Ｄ
Ⅹ
推
進
に
逆
行
す
る
も
の

で
あ
る
。�

（
大
賀
）

反
対
理
由
は
次
の
４
点

①�

現
行
健
康
保
険
証
を
残
せ

ば
、
事
務
の
合
理
化
・
迅

速
化
・
正
確
性
を
阻
害
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
抑
制
さ
れ

る
。ま
た
、現
行
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
問
題
が
解
決
で
き

な
い
。

②�

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
健
康
保
険

証
の
処
理
で
、
多
く
の
不

具
合
が
発
生
し
て
い
る
の

も
事
実
だ
が
、
シ
ス
テ
ム

作
り
に
は
こ
の
よ
う
な
問

題
は
つ
き
も
の
で
あ
り
、

解
決
に
邁
進
す
べ
き
で
あ

る
。

③�

国
会
で
十
分
に
糾
弾
さ
れ

て
い
る
の
で
、
意
見
書
提

出
の
必
要
は
な
い
。

④�

Ｉ
Ｔ
弱
者
へ
の
課
題
は
、

成
年
後
見
人
制
度
、
地
域

共
生
社
会
と
し
て
地
方
自

治
体
で
も
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
る
。�

（
関
根
）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
町

行
政
の
様
々
な
部
所
で
の
Ｄ

Ｘ
を
進
め
て
ほ
し
い
旨
の
質

問
・
意
見
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
一
本

化
は
、
国
が
推
進
し
て
い
る

Ｄ
Ｘ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
は
、

自
分
た
ち
が
要
望
し
て
い
る

意
見
と
相
反
す
る
言
論
だ
。

　

町
に
Ｄ
Ｘ
を
強
く
要
望
し

て
お
き
な
が
ら
、
国
の
Ｄ
Ｘ

に
反
対
す
る
こ
と
は
、
私
と

し
て
は
で
き
な
い
。�

（
森
）

《
意
見
書 

賛
成
討
論
》

　

資
格
確
認
書
は
、
現
行
保

険
証
と
同
様
、
氏
名
、
生
年

月
日
な
ど
を
忘
れ
た
り
、
病

気
な
ど
で
手
続
き
で
き
な

か
っ
た
り
す
れ
ば
、
保
険
診

療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
途
は

現
在
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
３
分
野
に
限
定
さ

れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
国
民
の
声
を
聞

か
ず
に
政
府
が
恣
意（
し
い
）

的
に
使
途
を
拡
大
す
る
危
険

が
あ
る
。
地
方
交
付
税
の
配

分
を
差
別
す
る
。�

（
根
岸
）

　改正マイナンバー法が６月２日に成立し、2024年秋には健康
保険証を廃止して「マイナ保険証」に一本化するとしている。オ
ンライン資格確認システム導入の義務化、現行の健康保険証の廃
止は、取得が任意であるはずのマイナンバーカードを事実上義務
化させることになり、選択の自由と国民皆保険制度を壊しかねな
い。
　国民皆保険制度は、「いつでも」、「どこでも」、「誰でも」、日本
国内で等しく医療が受けられるものである。健康保険証を廃止し、
マイナ保険証を取得しない国民は、「資格確認書」を申請しなけ
れば、公的医療が受けられなくなる。
　マイナンバーをめぐるトラブルが多発し、未だに全貌が明らか
になっていない。さらに、最新のJNNの世論調査では、マイナ
ンバーの活用に不安を感じている人が70％を超えており、拙速
にことを運ぶのではなく、まずは立ち止まって、制度について見
直すべきである。
　障がいのある方、寝たきりの方や認知症の方など、いわゆる弱
い立場の方々にとっては、マイナンバーカードの取得や更新手続
き等が非常に困難である。
　現行の健康保険証は原則交付とし、マイナンバーカードを保険
証として使うかどうかは個々の国民の任意とするべきである。
　よって、国会及び政府においては、改正マイナンバー法を見直
し、健康保険証の継続を強く求める。

意見書が可決意見書が可決（賛成６：反対５）（賛成６：反対５）

改正マイナンバー法を見直し、
健康保険証の継続を求める意見書
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「私たちは賛成・反対しました」
○は賛成　●は反対　除は除斥　議は議長

令和５年第２回定例会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

清
水
　
秀
幸

関
根
　
清
隆

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

大
賀
　
広
史

石
井
　
　
徹

町
　
長
　
提
　
出

専決処分の承認（令和５年度一般会計補正予算（第２号））
住民税非課税世帯への給付金の給付 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

税条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部改正に伴い改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

印鑑条例の一部を改正する条例
電子署名等に関わる地方公共団体情報システム機構の認証

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例
鳩山町特定教育・保育施設の運営に関する条例の一部改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和５年度一般会計補正予算（第３号）
歳入歳出予算の総額にそれぞれ5,043万9千円を追加

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 議 原案可決

令和５年度水道事業会計補正予算（第１号）
人事異動に伴う給料、手当及び法定福利費、会計年度任用職員の報酬

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

令和５年度下水道事業会計補正予算（第１号）
職員給与費の法定福利費の補正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 原案可決

議員
提出

改正マイナンバー法を見直し、健康保険証の継続を求める意見書案 〇 ● ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● 議 原案可決

令和５年第１回臨時会 議案

議　員　氏　名

審議
結果

清
水
　
秀
幸

関
根
　
清
隆

中
山
　
明
美

日
坂
　
和
久

小
鷹
　
房
義

森
　
　
利
夫

松
浪
健
一
郎

野
田
小
百
合

石
井
　
計
次

根
岸
富
一
郎

大
賀
　
広
史

石
井
　
　
徹

町
　
長
　
提
　
出

専決処分の承認（税条例の一部を改正する条例）
地方税法等の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
低所得世帯の均等割の減額措置に係る軽減判定

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

専決処分の承認（令和5年度一般会計補正予算（第1号））
新型コロナウイルスワクチン接種の開始に向けた必要経費

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 承　　認

監査委員の選任について 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 同　　意

※わかりやすくするために、議案名を一部省略しています

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員

に
、
日
坂
和
久
議
員
を
選

任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
に

日
坂
和
久
議
員

　

埼
玉
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
、
５
月
28
日
新
メ
ン

バ
ー
で
の
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
鶴
ヶ
島
市
の
高

橋
剣
二
議
員
、
副
議
長
に
は

毛
呂
山
町
の
堀
江
快
治
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
監
査

委
員
に
鳩
山
町
の
小
鷹
房
義

議
員
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、鶴
ヶ

島
市
条
例
を
準
用
す
る
条
例

の
一
部
改
正
、
埼
玉
西
部
環

境
保
全
組
合
議
会
の
個
人
情

報
保
護
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
第
１
回
臨
時

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

統
一
地
方
選
挙
後
の
最
初

の
議
会
と
な
る
た
め
、
選
任

議
員
で
の
初
顔
合
わ
せ
と
な

り
、
鳩
山
町
に
お
い
て
は
、

議
員
数
が
三
人
か
ら
二
人
に

削
減
と
な
り
ま
し
た
。
本
会

議
で
は
副
管
理
者
に
毛
呂
山

町
の
井
上
健
次
町
長
が
再
任

し
、
副
議
長
に
鶴
ヶ
島
市
の

出
雲
敏
太
郎
議
員
が
、
監
査

委
員
に
毛
呂
山
町
の
高
橋
達

夫
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

埼
玉
西
部
環
境
保
全
組
合

広
域
静
苑
組
合

一
部
事
務
組
合
議
会
報
告

町
の
事
業
を
他
の
市
町
と
共
同
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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関根清隆　議員
１　自治体の予算編成に改革を
２　自治体のDX化に向けて考えること
３　空き家対策について

大賀広史　議員
１　教育行政
２　空き家対策
３　DX推進

森　利夫　議員
１　企業誘致について
２　地元対策事業と北部地域活性化事業について

小鷹房義　議員
１　ごみ対策について
２　町道路線の廃止について
３　亀井小学校統合の可能性について

野田小百合　議員
１　マイナンバーカードについて
２　不登校児童生徒への取り組みについて
３　誰でも楽しめるスポーツの普及について

根岸富一郎　議員
１　 ちょっくま（上熊井農産物直売所）と農業

振興について
２　みなし道路について
３　余ったお金の使い道について

中山明美　議員
１　誰一人取り残さない学びの場を
２　 DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進
３　帯状疱疹ワクチン接種に補助を

石井計次　議員
１　河川改修について
２　水道行政について
３　チャットＧＰＴについて

日坂和久　議員
１　町の交通政策について
２　安心・安全なまちづくりについて

清水秀幸　議員
１　県立鳩山高校の統合再編について
２　 鳩山町立図書館の利用者サービスの拡充に

ついて
３　町営路線バス北部線について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　10議員が質問

町政を問う町政を問う!!

事
業
ご
と
の
予
算
決
算
で

な
い
と
、
政
策
の
正
確
な

評
価
が
難
し
い
。

関
根
　
清
隆
議
員

科目ごと⇒事業ごとの予算・決算を提案
必要経費が大、重要事業への捻出に苦慮

政策予算改革提案

問
予
算
の
審
議
と
決
算
の

認
定
は
現
行
の
科
目
単
位
の

予
算
で
は
政
策
の
評
価
が
で

き
な
い
。
予
算
編
成
は
必
要

経
費
分
と
重
要
事
業
を
分
け
、

事
業
ご
と
の
予
算
編
成
を
提

案
す
る
。（
文
末
図
参
照
）

答
現
在
は
町
長
の
方
針
に

従
い
、
課
ご
と
に
予
算
を
配

分
す
る
枠
配
分
方
式
で
、
そ

の
中
で
各
課
担
当
の
事
業
の

企
画
立
案
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
提
案
は
理
論
的
に
は
分

か
る
が
、
現
実
に
は
必
要
経

費
が
大
き
く
、
事
業
へ
ど
う

捻
出
す
る
か
苦
慮
し
て
お
り
、

事
業
ご
と
の
予
算
配
分
は
難

し
い
。

問
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
上
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
や
、

情
報
処
理
技
術
者
の
ス
キ
ル

を
確
保
で
き
る
の
か
。

答
全
国
共
通
の
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
は
令
和
７
年
度
末

に
国
と
県
で
標
準
化
・
共
通

化
が
行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ

を
待
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

県
の
共
同
事
業
は
Ｄ
Ｘ
に
詳

し
い
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
進

め
る
。
一
方
、
町
独
自
の
Ｄ

Ｘ
化
は
課
を
横
断
し
た
Ｄ
Ｘ

推
進
会
議
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

で
、
必
要
に
応
じ
県
の
デ
ジ

タ
ル
改
革
課
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
な
が
ら
、
研
修
・
事
例
研

究
を
行
い
、
具
体
化
を
進
め

て
い
く
。

問
空
き
家
調
査
報
告
書
が

で
き
た
が
、
特
定
空
家
認
定

は
い
つ
行
う
の
か
。

答
空
家
等
対
策
協
議
会
を

開
催
し
、
国
や
県
が
示
し
て

い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
て
、
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
年
内
に
も
特
定
空
家

の
判
断
を
し
て
い
く
。

問
移
住
推
進
の
た
め
、
移

住
者
向
け
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

金
50
万
円
を
提
案
す
る
。

答
提
案
の
補
助
金
は
、
事

例
も
あ
り
、
空
家
等
対
策
協

議
会
で
必
要
性
を
含
め
た
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

はとやま議会だよりNo.161　67　はとやま議会だよりNo.161



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

一
刻
も
早
く
企
業
誘
致

で
き
る
よ
う
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
め

町
独
自
の
少
子
化

対
策
を
加
速
せ
よ

森
　
利
夫 

議
員

大
賀
　
広
史 

議
員

町
立
鳩
山
幼
稚
園

問 

保
育
所
と
幼
稚
園
（
町

外
含
む
）
の
園
児
の
割
合
は
。

答 

保
育
所
61
パ
ー
セ
ン
ト
、

幼
稚
園
33
パ
ー
セ
ン
ト
。

問 

障
が
い
や
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
幼
児
等
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て

公
立
幼
稚
園
の
意
義
は
。

答 
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

児
童
が
、
鳩
山
幼
稚
園
で
支

援
の
も
と
通
園
し
て
い
た
。

問 

今
後
の
鳩
山
幼
稚
園
に

つ
い
て
宮
崎
新
教
育
長
の
考

え
を
伺
う
。

答 

来
年
度
か
ら
３
年
保
育

を
実
施
予
定
。
ま
た
６
月
か

ら
幼
稚
園
で
給
食
の
完
全
実

施
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
だ
。

亀
井
小
学
校

問 

児
童
数
の
推
移
を
み
る

と
、
４
年
後
に
は
複
式
学
級

と
な
る
見
込
み
だ
。
統
廃
合

や
小
中
一
貫
校
の
検
討
は
。

答 

複
式
学
級
に
な
る
か
ら

す
ぐ
に
始
め
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。
町
の
小
学
校
全
体

を
見
て
考
え
て
い
く
。

問 

町
全
体
で
亀
井
小
存
続

の
取
り
組
み
を
始
め
て
は
。

答 

課
を
横
断
し
た
少
子
化

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
研
究
し
て
い
く
。

空
き
家
対
策

問 

空
き
家
等
実
態
調
査
で

判
明
し
た
空
き
家
の
数
は
。

答 

３
４
０
件
と
前
回
調
査

よ
り
１
２
９
件
増
加
し
た
。

問 

調
査
し
て
終
わ
り
に
せ

ず
、
空
き
家
カ
ル
テ
等
を
作

成
し
、
毎
年
更
新
し
て
最
新

の
空
き
家
情
報
の
把
握
を
。

答 

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
地

域
と
の
情
報
交
換
も
進
め
て

い
き
た
い
。

問 

役
場
前
の
空
き
家
は
、

明
ら
か
に
景
観
を
害
し
て
い

る
。
特
定
空
家
と
し
て
町
か

ら
指
導
を
す
べ
き
で
は
。

答 

当
該
物
件
に
つ
い
て
は

特
定
空
家
の
判
定
に
着
手
し

た
。
助
言
・
指
導
・
勧
告
と

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

企
業
誘
致

問 

区
域
指
定
を
受
け
た
仮

宿
地
域
全
体
の
土
地
が
、
建

築
形
態
規
制
変
更
の
対
象
と

考
え
て
い
た
。
な
ぜ
変
更
面

積
が
２
・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

減
少
し
た
の
か
。

答 

区
域
全
体
の
７
・
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
建
築
形
態
規
制

の
変
更
を
進
め
て
い
た
が
、

用
地
買
収
が
完
了
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
早
期
進
出

を
希
望
す
る
事
業
者
や
地
権

者
等
の
要
望
も
あ
り
、
売
買

契
約
済
み
の
土
地
５
・
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
た
た

め
。

問 

こ
れ
に
よ
り
、
建
ぺ
い

率
と
容
積
率
の
変
更
は
い
つ

完
了
す
る
の
か
。

答 

８
月
９
日
に
開
催
さ
れ

る
県
の
都
市
計
画
審
議
会
に

お
い
て
、
問
題
が
な
け
れ
ば

８
月
中
に
手
続
き
が
完
了
す

る
。

第
４
９
５
号
線
改
修
工
事

問 

道
路
改
修
工
事
で
は

６
０
０
角
の
Ｕ
字
溝
が
敷
設

さ
れ
て
い
る
が
、
鳩
川
流
入

の
手
前
で
５
０
０
パ
イ
の

ヒ
ュ
ー
ム
管
に
接
続
さ
れ
て

い
る
。
能
勢
ヶ
沢
沼
の
水
路

整
備
で
も
指
摘
し
た
が
、
こ

れ
で
問
題
な
い
の
か
。

答 

既
設
の
５
０
０
パ
イ
の

ヒ
ュ
ー
ム
管
の
勾
配
が
強
い

の
で
、
こ
の
接
続
で
放
流
に

問
題
な
い
と
確
認
し
て
い
る
。

問 

本
当
に
大
丈
夫
か
。

答 

流
量
計
算
は
通
水
断

面
積
と
流
速
か
ら
求
め
る
。

沿
線
の
方
が
降
雨
時
の
浸

水
を
心
配
し
て
い
た
の
で
、

６
０
０
ミ
リ
の
Ｕ
字
溝
を
敷

設
し
た
。

辻
川
広
場
護
岸
等
整
備

問 

整
備
計
画
区
域
内
で
、

第
４
９
５
号
線
の
上
流
部
分

の
左
岸
は
整
備
し
な
い
の
か
。

答 

計
画
を
し
て
い
な
い
。

問 

今
後
改
修
で
き
る
可
能

性
は
あ
る
の
か
。

答 

地
域
と
協
議
を
し
、
今

後
の
対
応
を
検
討
す
る
。

建ぺい率、容積率の変更完了はいつ
８月初旬に、手続きが終了予定

企業誘致

３年保育の実施は

来年度から実施する予定

鳩山幼稚園

完
全
給
食
を
始
め
た鳩

山
幼
稚
園

上
流
に
向
か
い
右
岸
だ
け
が
改
修

工
事
の
対
象
に
含
ま
れ
る
辻
川
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年代を重ねた赤松・黒松

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

心
と
身
体
を
休
め
る

時
間
も
大
切
だ
ね
～

赤
松
・
黒
松
は

亀
井
小
の
宝

野
田
小
百
合 
議
員

不登校は問題行動か
問題行動と判断してはいけない

多様な学び

問 

不
登
校
は
問
題
行
動
か
。

答 

文
科
省
の
通
知
に
、
問

題
行
動
と
判
断
し
て
は
い
け

な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。

問 

学
校
教
育
の
縛
り
か
ら

解
放
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
重

要
で
は
な
い
か
。

答 

登
校
す
る
と
い
う
結
果

の
み
を
目
標
に
す
る
の
で
は

な
く
、
社
会
的
に
自
立
す
る

こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
一
人
一
人
に
合
っ
た

指
導
を
重
ね
て
い
く
。　

問 

子
ど
も
の
権
利
条
例
に

つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

答 

条
例
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
、
本
町
の
教
育
委
員
会

も
同
じ
く
す
る
も
の
。
今
後

も
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問 

交
付
状
況
は
。

答 

４
月
末
現
在
で
９
０
１

３
枚
。
交
付
率
は
67
・
８
％
。

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
紐
づ

け
ミ
ス
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
町
の
見
解
は
。

答 

国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
で
は
、
町
の
住
基

デ
ー
タ
と
突
合
し
て
お
り
、

別
人
を
紐
づ
け
る
こ
と
は
、

基
本
的
に
生
じ
な
い
。

問 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
弱

さ
を
抱
え
る
人
に
と
っ
て
、

小
鷹
　
房
義 

議
員

児童数が減少しているが
性急に統廃合を進める考えはない

亀井小学校

ご
み
対
策
に
つ
い
て

問 

町
内
道
路
に
長
い
期
間

捨
て
て
あ
る
ご
み
は
、
ど
の

よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答 

町
内
で
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
ご
み
の
処
理
は
、
鳩

山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
ご
み
不
法
投
棄
監
視

清
掃
業
務
を
委
託
し
て
い
る
。

問 
最
近
導
入
さ
れ
た
移
動

式
監
視
カ
メ
ラ
の
効
果
は
。

答 

行
為
者
を
特
定
し
警
察

と
連
携
し
た
指
導
に
つ
な
げ

ら
れ
た
。

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

問 

町
道
を
廃
止
し
て
分
断

さ
れ
た
田
畑
を
一
つ
に
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
道
路

の
払
い
下
げ
が
必
要
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

答 

廃
止
す
る
道
路
は
町
道

と
し
て
機
能
し
て
お
ら
ず
、

将
来
的
に
も
必
要
の
な
い
と

認
め
ら
れ
た
道
路
で
あ
る
こ

と
が
必
要
だ
。

問 

道
路
の
払
い
下
げ
に
必

要
な
手
続
き
は
ど
の
よ
う
か
。

答 

①
町
へ
の
事
前
相
談
、

②
払
い
下
げ
申
請
書
を
提
出
、

③
公
有
財
産
利
活
用
検
討
委

員
会
で
の
審
議
、
④
申
請
が

妥
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
分

非
常
に
心
配
な
シ
ス
テ
ム
。

本
町
に
と
っ
て
、
大
き
な
問

題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

５
年
後
、
窓
口
で
多
く

の
方
が
更
新
の
手
続
を
す
る
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な

ど
、
外
出
が
困
難
な
方
の
対

応
は
、
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
も
国
な
ど

に
、
現
場
の
声
を
伝
え
、
問

題
解
決
に
つ
な
げ
た
い
。

カ
ー
レ
ッ
ト

問 

「
カ
ー
レ
ッ
ト
」
に
取

り
組
ま
な
い
か
。

答 

高
齢
者
、
障
が
い
者
、

健
常
者
を
区
分
け
せ
ず
、
互

い
に
尊
重
し
合
え
る
社
会
の

実
現
の
た
め
、
多
様
な
取
り

組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

筆
、
⑤
表
題
登
記
の
実
施
、

⑥
町
と
申
請
者
に
よ
る
土
地

売
買
契
約
の
締
結
、
土
地
代

金
納
入
、
⑦
所
有
権
移
転
登

記
の
実
施
。
こ
の
過
程
を
経

て
申
請
者
へ
の
払
い
下
げ
が

完
了
す
る
。

亀
井
小
学
校
統
合
の
可
能
性

に
つ
い
て

問 

教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

答 

亀
井
小
学
校
は
今
年
で

創
立
１
５
０
年
を
迎
え
た
県

内
で
も
有
数
の
伝
統
校
で
あ

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
食
農

教
育
や
農
業
体
験
を
実
施
し

て
い
る
。
少
人
数
を
活
か
し

た
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
性
急
に
統
廃
合

を
進
め
よ
う
と
い
う
考
え
は

な
い
。

卓
上
カ
ー
リ
ン
グ
「
カ
ー
レ
ッ
ト
」

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
で
体
験
会
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

学
び
の
場
を

農
業
振
興
に
は

ほ
ど
遠
い
！

中
山
　
明
美 

議
員

根
岸
富
一
郎 

議
員

問 

あ
ん
ず
は
ど
れ
だ
け
取

れ
て
、
ど
れ
だ
け
売
れ
た
か
。

儲
け
は
い
く
ら
か
。

答 

あ
ん
ず
栽
培
は
、「
加

工
組
合
」
が
取
り
組
み
、
町

と
し
て
販
売
や
利
益
等
、
把

握
し
て
い
な
い
。

　

基
本
的
に
、
好
評
と
聞
く
。

加
工
室
を
利
用
す
る
ジ
ャ
ム

も
完
売
。
令
和
５
年
度
よ
り

増
や
し
て
「
特
産
品
」
に
し

た
い
と
の
こ
と
。

問 

「
ち
ょ
っ
く
ま
」
に

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
の
人
に

来
て
も
ら
う
た
め
に
、
回
送

バ
ス
な
ど
を
利
用
す
れ
ば
よ

い
の
で
は
。

答 

「
は
と
タ
ク
」
な
ど
を

利
用
し
て
、
多
く
の
方
に
来

て
も
ら
い
た
い
。
回
送
バ
ス

は
、
運
行
表
通
り
時
間
な
ど

を
守
る
必
要
が
あ
る
。

問 

み
な
し
道
路
の
み
な
す

と
は
何
か
。

答 

特
定
行
政
庁
が
指
定
し

た
道
路
。
こ
の
道
路
に
接
す

る
土
地
で
、
建
物
を
建
築
す

る
と
き
、
み
な
さ
れ
る
。

問 

判
例
な
ど
考
え
、
建
築

主
事
を
雇
わ
な
い
か
。

答 

建
築
主
事
は
い
な
い
が
、

雇
う
計
画
は
な
い
。

問 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と

は
何
か
。

答 

良
好
な
住
環
境
の
整
備

等
に
よ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
な
ど
だ
。
３
つ
の
組
織

使
命
に
基
づ
き
各
種
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

問 

学
校
給
食
は
、
一
般
会

計
か
ら
負
担
で
き
る
か
。

答 

一
般
会
計
で
、
令
和
４

年
度
よ
り
公
会
計
に
。
令
和

５
年
度
か
ら
減
免
事
業
を
実

施
。
さ
ら
に
交
付
金
を
活
用

し
、
２
～
３
学
期
は
無
料
に

し
た
。

問 

執
行
残
等
、
余
っ
た
お

金
は
保
護
者
負
担
を
な
く
す

た
め
に
も
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
へ
ど
う
か
。

答 
決
算
余
剰
金
は
、
経
済

状
況
の
悪
化
に
よ
る
税
収
の

減
や
災
害
な
ど
年
度
間
の
財

源
不
足
に
備
え
る
た
め
財
政

調
整
基
金
に
積
立
て
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

問 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民

間
施
設
と
の
連
携
は
。

答 

令
和
元
年
に
文
部
科
学

省
よ
り
通
知
さ
れ
た
不
登
校

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
多
様

な
教
育
機
会
の
確
保
と
し
て
、

よ
り
積
極
的
な
連
携
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
一
人
一
人
の
状
況

に
応
じ
て
積
極
的
に
情
報
交

換
や
連
携
に
努
め
て
い
く
。

問 

「
民
間
施
設
に
お
け
る

通
所
す
る
児
童
・
生
徒
の
支

援
の
在
り
方
に
係
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
作
成
を
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

何
を
大
切
に
、
大
事
に
し
て

進
め
て
い
く
の
か
。

答 

民
間
施
設
に
通
所
す
る

児
童
・
生
徒
の
支
援
の
中
で
、

出
欠
席
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

判
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い
た
。

　

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
正
確
な
情
報
の

収
集
を
図
り
、教
育
機
会
確
保

法
が
求
め
る
児
童
・
生
徒
の
学

ぶ
機
会
の
確
保
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
、
そ
こ
を
大
事
に
、

注
視
し
民
間
施
設
と
の
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
補
助
を

問 

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答 

生
ワ
ク
チ
ン
と
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
２
種
類
。
生
ワ

ク
チ
ン
は
皮
下
注
射
で
１
回
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
筋
肉
内

注
射
で
２
回
の
接
種
を
行
う
。

接
種
費
用
は
生
ワ
ク
チ
ン
は

１
回
約
６
０
０
０
円
か
ら
８

０
０
０
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
は
１
回
約
１
万
８
０
０
０

円
か
ら
２
万
８
０
０
０
円
。

問 

助
成
は
ど
の
よ
う
か
。

答 

現
在
、
県
か
ら
市
町
村

に
対
し
、
助
成
事
業
の
実
施

に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
。

フリースクール等との連携は
多様な教育機会の確保は望ましい

教育

あんずはどれだけとれたか
町として把握していない

ちょっくま

「
ち
ょ
っ
く
ま
」
っ
て

ど
う
行
け
ば
い
い
の

発
症
す
る
可
能
性
を
大
幅
に

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
が
費
用
が
高
い
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新たな公共交通計画の認定を受け、
運行費用の確保を

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

計
画
が
認
定
さ
れ
な
い
と
、

運
行
費
用
は
ど
う
な
る

町
議
会
で
も
早
期
改
修
を

国
県
へ
要
望

昨
年
７
月
12
日
の
大
雨
に
よ
る

堤
防
の
崩
落
（
鳩
川
・
越
辺

川
合
流
域
）

日
坂
　
和
久 
議
員

新たに策定する計画が不認定の場合の影響は
デマンド運行の国補助や特別交付税がなくなる

新公共交通計画

地
域
公
共
交
通
計
画

問 

新
た
に
地
域
公
共
交
通

計
画
を
策
定
す
る
必
要
性
や

目
的
は
何
か
。

答 

法
律
改
正
に
伴
い
、
既

存
の
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
を

最
大
限
活
用
の
う
え
、
福
祉

関
連
移
動
サ
ー
ビ
ス
等
の
輸

送
資
源
を
盛
り
込
み
、
持
続

可
能
な
地
域
旅
客
運
送
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
。

問 

新
た
に
策
定
し
た
交
通

計
画
が
認
定
さ
れ
な
い
場
合

の
、
町
へ
の
影
響
は
。

答 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
運

行
の
国
庫
補
助
金
や
、
運
行

に
係
る
町
費
の
８
割
を
補
う

特
別
交
付
税
の
カ
ッ
ト
だ
。

問 

町
は
、
い
く
つ
か
の
交

通
計
画
を
策
定
し
、
実
施
し

て
き
た
。
判
明
し
た
課
題
に

つ
い
て
、
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
盛
り
込
む
の
か
。

答 

特
に
重
要
な
の
は
、
一

般
公
共
交
通
と
福
祉
的
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
共
存
・
連
携
さ

せ
る
た
め
の
位
置
づ
け
だ
。

防
災
・
災
害
対
策

問 

防
災
行
政
無
線
の
「
聞

こ
え
な
い
」
と
「
う
る
さ
い
」

の
相
反
す
る
問
題
に
い
か
に

対
応
す
る
の
か
。

答 

こ
の
こ
と
は
認
識
し
て

石
井
　
計
次 

議
員

鳩川・越辺川河川改修の現状は
用地が一部取得できていない

災害対策

問 

越
辺
川
合
流
点
ま
で
の

河
川
改
修
工
事
の
現
状
を
伺

う
。

答 

全
て
の
用
地
取
得
が
完

了
で
き
て
い
な
い
状
況
。

　

既
に
着
手
し
て
い
る
左
岸

側
の
工
事
に
続
き
右
岸
側
の

堤
防
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
事
業
用
地
の

買
収
が
完
了
し
て
い
な
い
た

め
国
・
県
・
町
は
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

問 

現
段
階
の
令
和
６
年
度
、

７
年
度
工
事
計
画
を
伺
う
。

答 

鳩
川
に
架
か
る
重
郎
橋

撤
去
工
事
、
右
岸
側
護
岸
工

な
ど
の
工
事
と
な
る
。

　

な
に
ぶ
ん
、
用
地
買
収
が

完
了
し
て
い
な
い
た
め
取
得

に
向
け
て
務
め
る
。

問 

用
地
買
収
な
ど
多
く
の

課
題
が
あ
り
完
成
年
度
が
見

え
な
い
。地
域
の
方
々
の
安
全

を
担
保
す
る
た
め
議
会
も
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
昨
年
12
月
設
立
の
連
携

促
進
協
議
会
の
構
成
を
伺
う
。

答 

以
前
か
ら
、
越
辺
川
・

鳩
川
改
修
に
関
す
る
要
望
を

し
て
い
た
。
昨
年
の
豪
雨
災

害
が
あ
り
設
立
さ
れ
た
と
理

解
し
て
い
る
。

問 

促
進
協
議
会
の
構
成
メ

い
る
。
近
隣
自
治
体
で
は
、

要
不
要
箇
所
を
調
査
し
、
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
間
引
い
て

い
る
。
こ
れ
は
、
戸
別
受
信

機
の
普
及
が
理
由
だ
。

問 

戸
別
受
信
機
の
導
入
を

提
案
す
る
が
、
い
か
が
か
。

答 

進
め
て
行
き
た
い
。

問 

体
育
館
を
避
難
所
と
す

る
場
合
、
温
度
調
整
設
備
の

充
実
が
必
要
と
思
う
が
。

答 

最
低
限
は
あ
る
。
防
災

担
当
と
し
て
、
更
に
充
実
し

た
設
備
が
望
ま
し
い
。

問 

教
育
施
設
の
管
理
担
当

の
見
解
は
。

答 

更
な
る
充
実
を
図
り
た

い
。

問 

学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
を
活
用
で
き
な
い
か
。

答 

温
度
調
整
設
備
の
設
置

支
援
と
し
て
、
大
規
模
改
修

の
際
に
活
用
で
き
る
。

ン
バ
ー
を
伺
う
。

答 

国
の
荒
川
上
流
河
川
事

務
所
担
当
課
長
、
埼
玉
県
河

川
砂
防
担
当
課
長
、
鳩
山
町

担
当
課
長
と
な
っ
て
い
る
。

問 

重
郎
橋
上
流
の
左
岸
に

つ
い
て
は
、
用
地
買
収
は
完

了
し
て
い
る
が
、
右
岸
の
未

買
収
区
間
を
伺
う
。

答 

提
体
の
距
離
は
19
メ
ー

ト
ル
、
面
積
は
約
２
７
３
㎡
。

問 

未
買
収
区
間
が
あ
る
現

状
を
鑑
み
、
内
川
と
鳩
川
の

合
流
域
付
近
に
庁
舎
内
で
監

視
で
き
る
定
点
カ
メ
ラ
の
設

置
を
要
望
す
る
。

答 

被
害
の
軽
減
か
ら
も
積

極
的
に
設
置
に
向
け
て
進
め

て
い
く
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　
一
般
質
問

図
書
館
は
知
の
宝
庫
。
　

学
び
を
止
め
な
い
で
！

清
水
　
秀
幸
議
員

鳩
山
高
校
の
統
合
再
編

問
鳩
山
高
校
廃
校
後
の
対

策
と
し
て
、今
後
、鳩
山
町
と

し
て
行
う
こ
と
は
、
所
有
者

で
あ
る
県
当
局
と
早
急
に
協

議
を
進
め
、
土
地
建
物
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
が
大
事

と
判
断
し
て
お
り
、町
と
し
て
、

今
後
の
跡
地
の
利
活
用
方
針

に
つ
い
て
何
か
あ
る
の
か
。

（
既
に
廃
校
に
な
っ
た
旧
毛
呂

山
高
校
、
旧
玉
川
工
高
が
未

だ
未
利
用
の
状
態
で
あ
る
こ

と
を
危
惧
す
る
こ
と
に
よ
り
）

答
跡
地
の
利
活
用
方
針
は

今
後
、
県
策
定
の
新
校
基
本

計
画
の
中
で
示
さ
れ
、
現
在
、

具
体
的
な
利
活
用
に
関
す
る

町
と
の
協
議
は
行
わ
れ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

図
書
館　

返
却
ポ
ス
ト
増
設

問
利
用
者
の
利
便
性
向
上

に
よ
り
、
図
書
利
用
を
拡

大
す
る
た
め
、
返
却
場
所

の
「
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
」
を
役

場
ロ
ビ
ー
、
今
宿
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
等
に
増
設
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
設
置
に
要
す
る
費
用
及

び
資
料
の
回
収
か
ら
返
却
処

理
を
行
う
ま
で
の
時
間
を
考

慮
し
た
管
理
運
営
上
の
課
題

や
場
所
の
確
保
な
ど
の
課
題

を
見
定
め
、
増
設
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

図
書
館　

本
の
宅
配

問
障
害
者
だ
け
で
な
く
、

高
齢
者
や
妊
産
婦
、
育
児
や

介
護
し
て
い
る
人
等
、
本
を

借
り
た
く
て
も
図
書
館
に
行

け
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、

早
急
に
、
本
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。

答
具
体
的
な
宅
配
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
方
法
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
よ
う
担
当
者
に

指
示
し
、
令
和
６
年
度
中
の

宅
配
サ
ー
ビ
ス
試
行
的
実
施

に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

会
の
目
的
に
つ
い
て

　

こ
の
度
の
議
員
改
選
を
受

け
て
、
新
た
に
議
員
政
策
研

究
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
、
様
々
な
研
究

を
も
と
に
、
議
会
か
ら
多
様

な
提
案
を
し
て
い
け
る
よ
う
、

取
り
組
み
ま
す
。

　

互
選
の
結
果
、
大
賀
副
議

長
が
会
長
、
関
根
議
員
が
副

会
長
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
な
る
議
員
の
資
質
向
上
、

議
会
か
ら
の
発
信
力
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

鳩
山
町
議
会

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

平
成
27
年
度
~
︵
第
17
期
︶

　
「
ど
う
す
る
⁉
鳩
山
町
議

会
活
性
化
特
別
協
議
会
」
を

発
足
。

　

同
年
の
無
投
票
選
挙
を
受

け
て
、
議
会
活
性
化
の
取
り

組
み
を
研
究
。
次
回
無
投
票

に
し
な
い
た
め
の
協
議
の
末
、

初
の
議
会
報
告
会
を
開
催
。

　

平
成
30
年
３
月
議
会
で
議

員
定
数
を
13
人
か
ら
12
人
に

削
減
す
る
条
例
改
正
案
が
賛

成
多
数
に
よ
り
可
決
。

令
和
元
年
度
~
︵
第
18
期
︶

　
「
議
員
有
志
勉
強
会
」
を

発
足
。

　

議
員
の
資
質
向
上
、
ま
た

議
員
間
の
意
見
交
換
、
情
報

共
有
を
図
る
目
的
で
設
置
。

　

令
和
２
年
３
月
議
会
で
起

債
残
高
削
減
の
決
議
を
全
会

一
致
で
可
決
。

　

令
和
３
年
３
月
議
会
か
ら

予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
９

月
議
会
か
ら
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
よ
り
専

門
的
に
審
査
を
開
始
。

本の宅配サービスの早急な導入を
令和６年度中にサービス実施へ

図書館の利用拡充

議員政策研究会を発足しました議員政策研究会を発足しました
議　員　有　志　に　よ　る

本
で
︑
み
ん
な
し
あ
わ
せ
︒
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楓ヶ丘３丁目の緑地法面（工事完了）

町道第２号線災害復旧工事（施工中）

ぎ か い レ ポ ー ト
そ こ が 知 り た いそ こ が 知 り た い

令 和 4 年 7 月 大 雨 災 害 そ の 後令 和 4 年 7 月 大 雨 災 害 そ の 後

企 業 誘 致 ど う な っ た企 業 誘 致 ど う な っ た

特集

①町道第2679号線災害復旧事業の概要 
　シーソー公園付近の町道に隣接する緑地法面が崩落。復旧に
要する概算事業経費を5700万円と見込み、国の負担申請を行い、
災害復旧事業として同年９月に認定を受けた（国庫負担率３分の
１、町負担分の95％は交付税措置）。
　設計は段切り工事として、完了後に盛土工で安定した法面を復
旧させることとした。工事着工前に楓ヶ丘３丁目町内会に工事概
要説明会を開催した。
　工事着工後に自然水の発生を確認、地下配水管等を設置する変
更計画を策定し、議会が繰越明許を承認し、変更契約の後工事が
完了した。（工事完了 令和５年５月31日）

②その他の復旧工事について
　町内の損壊箇所は26箇所で、復旧状況は12箇所が復旧済み、
その他は現在本復旧施工中あるいは仮復旧（土嚢設置など）となっ
ている。
　昨年度、２度の補正予算で合計２億8950万円の支出を計上し
たが、国からの負担が受けられるのは上記の町道第2679号線災
害復旧事業のみとのことで、町負担額は約２億5000万円となる
見込み（交付税負担額は未確定）。復旧工事は今年度中に完了予定。

今宿仮宿地区企業誘致の現状と課題
　流通・工業系産業誘導エリアに位置づけて
いる7.5haの土地のうち、一部地権者の同意
が得られず、売買契約済みの5.3haの土地について、１社
による企業誘致を進めることとし、誘致条件を改善するた
め、建ぺい率や容積率を拡大変更とし、県から承認されれ
ば８月中に変更手続きが完了する。
　既に文化財の試掘調査を完了しているが、本発掘につい
ては、誘致企業の費用で確認調査を行うこととなる。
　本発掘調査の概算費用は約５億円。

傍聴アンケートより
・町内３小学校の統合も検討すべきではないか。
　バス、中学校の空き教室を利用すれば、小中

一貫校も検討できるのでは。
・人口減少・空き家対策、民間の力を利用した

ら良い。
・特定空き家は、認定にあと一年もかかるよう

な答弁があった。
　管理不全の空き家は特定空き家にすべきであ

る。
・現業の整備、職員の適材適所、仕事のシェア、

業務の効率化（DXを含め）図るべき。

クイズ感想より
・昼夜かまわず路上駐車をしている人がいる。
　（鳩ヶ丘１丁目）駐車場の確保を町でやって

いただきたい。工夫すれば利用できる場所
があるのでは。

議会の目線議会の目線
　企業誘致は町の活性化や税収向上につながります。
町にはインセンティブ （税の免除や軽減） 等の措置を
含め、粘り強く誘致を進めていただきたいものです。

ご意見・ご感想ご意見・ご感想
ありがとうございましたありがとうございました
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新企画 vol.1

第
161
号
編
集
委
員

委
員
長

大
賀
　
広
史

委
　
員

石
井
　
計
次

委
　
員

松
浪
健
一
郎

委
　
員 

 

小
鷹
　
房
義

委
　
員 

 

中
山
　
明
美

委
　
員 

 

清
水
　
秀
幸

次回定例会は９月５日から
（予定）

■ 請願、陳情は８月28日17時までに提出してください。

編
集
後
記

町立鳩山幼稚園で６月から給食が完全実施となったと
いうことで、給食の様子を取材してきました。岡部園長
先生と坂元先生にお話をお聞きします。

●経緯は
・  給食の試食は令和２年３月まで、年長組が小学校に上

がる前の３学期に１回実施していました。徐々に増し、
昨年度は１月から週２回程度、今年度も月曜と金曜に
実施してきました。

　 今年度鳩山幼稚園の魅力アップ計画を策定する予定で、
この６月から前倒しで完全実施が決まりました。

・ 保護者アンケートでも常に給食実施を希望する声が多
かったので、教育委員会に要望はしてきました。

●どのような体制ですか
・ 11時40分頃、給食センターから給食が運ばれてきます。

コンテナから食缶を取り出し、職員室で配膳準備。
　先生方で手分けして24人分の給食を取り分けます。
・ 給食トレーの上に主菜、副菜（汁物）、ご飯が揃ったら、

にじ組、さくら組それぞれの教室に運びます。牛乳は子
どもたちで配ります。12時過ぎにみんなでいただきます。

●園としての感想、反響はいかがですか
・ ずっと要望していたことなので、園としても大変うれ

しいです。また、保護者からも好評です。幼稚園の魅
力の一つにつながるのではないでしょうか。

・ お弁当だと夏場など保冷状態が様々なので不安があり
ました。給食は安全で栄養価も一定なので、安心して
食べさせることができます。

・ 就学後に給食にすぐ順応できる点としても有効だと思
います。

　
第
19
期
鳩
山
町
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い

議
員
も
加
わ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
症
法
の
位
置
づ
け

も
変
わ
っ
た
こ
と
で
、
久
し

ぶ
り
に
制
約
の
な
い
な
か
で
、

新
体
制
の
議
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
前
任
期
に
お
い

て
進
め
て
き
た
議
会
改
革
を

さ
ら
に
前
へ
と
進
め
、
今
後

は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
町
民
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
よ
り

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の

提
案
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
充
実
を
す

す
め
、
一
層
の
議
会
の
見
え

る
化
を
図
り
、
魅
力
あ
る
鳩

山
町
議
会
を
お
伝
え
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
た

ち
が
議
会
に
立
候
補
し
て
く

れ
る
、
そ
ん
な
議
会
を
目
指

し
ま
す
。

︵
大
賀
︶

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

お
二
人
に
町
の
特
産
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

︵
応
募
方
法
︶

　

は
が
き
に「
答
え
・
住
所
・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

電
話
番
号
」を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

︵
あ
て
先
︶

〒
350-

0392

　

鳩
山
町
大
豆
戸
184-

16

　

議
会
事
務
局
ク
イ
ズ
係

︵
締
切
︶
８
月
31
日
㈭

★
前
号
の
答
え

　

①
ロ　

②
ロ

160
号
の
当
選
者
お
二
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇
市　

川　

栄　

子　

様

〇
楠　

田　

美　

代　

様

議
会
ク
イ
ズ

問
題
１

幼
稚
園
の
給
食
は
い
つ
か

ら
？

　
　

イ
5
月

　
　

ロ
6
月

　
　

ハ
7
月

問
題
２

議
員
の
定
数
は
？

　
　

イ
12
人

　
　

ロ
13
人

　
　

ハ
14
人

問
題
３

議
会
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町立鳩山幼稚園で６月から給食が完全実施となったと
いうことで、給食の様子を取材してきました。岡部園長

・  給食の試食は令和２年３月まで、年長組が小学校に上
がる前の３学期に１回実施していました。徐々に増し、
昨年度は１月から週２回程度、今年度も月曜と金曜に

　 今年度鳩山幼稚園の魅力アップ計画を策定する予定で、

・ 保護者アンケートでも常に給食実施を希望する声が多

町立鳩山幼稚園で給食が始まりました町立鳩山幼稚園で給食が始まりました
わーい、きゅうしょくだー

いただきます！


